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令和６年度 八洲学園大学国際高等学校事業計画書 
 

 

１．施設の概要 

（１）所在地 

学校名 所有区分 郵便番号 学校（会場）所在地 電話番号 FAX 番号 

八洲学園大学国際高等学校 法人所有 ９０５－０２０７ 沖縄県国頭郡本部町備瀬１２４９ ０９８０－５１－７７１１ ０９８０－４８－４１１５ 

 

２．学生（生徒）の概要 

（１）設置課程・学科・収容定員・在籍者数一覧（令和６年３月１日現在） 

設置課程 

 

設置学科 

 

入学定員 

（人） 

①収容定員 

（人） 

②正科生 

在籍者数 

（人） 

③技能連携 

在籍者数 

（人） 

④聴講生数 

（人） 

収容率 

（％） 

（②＋③）÷①×１００ 

通信制課程

（広域） 
普通科 １６６７ ５０００ １３７１ ０ ０ ２７．４ 

 

（２）令和６年度入学者数・卒業者数・転学者数・退学者数・除籍者数予測一覧 

 
入学者数 

（途中転編含む） 
卒業者数 転学者数 退学者数 除籍者数 増加予測人数 

 

正科生 

 

５００ ４００ ５ １５ ８０ ０ 

 

聴講生 

 

２   
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３．教職員関係 

 

（１）令和６年度管理職の概要 

職名 氏名 備考 

校長 鈴木 啓之 教頭から昇格 

教頭 玉城 健一 教員から昇格 

事務長 平良 亮 継続 

 

（２）令和６年度教職員の概要（令和６年３月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八洲学園大学国際高等学校の平均年令は教員４７.７才、職員４４.５才である。 （令和６年３月１日現在） 

 

  合計（人） 沖縄 横浜 

教

員 

本務 １３ １２ １ 

非常勤 １０ １０ ０ 

職

員 

本務 ２ ２ ０ 

兼務 １５ １３ ２ 
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４．事業の概要 

（１） 事業の概要 

 

① 主な事業の計画 

年度 事項 概要 進捗状況 

令和３～ トップアスリート育成コース ４分野（格闘技・陸上・野球・SUP）で展開。 

①格闘技部門・・・総監督：小比類巻貴之氏（元

K-1 王者）。「ボクシング」「キックボクシング」「総

合格闘技」「空手」の４分野。 

②陸上部門・・・譜久里武氏（世界マスターズ陸上

金メダリスト） 

③野球部門・・・令和５年度、石毛宏典氏（元プロ

野球選手）を監督とし、硬式野球部を発足。令和７

年度の高野連加盟を目指す。 

④SUP 部門・・・令和６年度、総監督：田口頼氏（日

本代表選手、全日本選手権大会優勝）。 

①格闘技部門・・・全国大会で実績のある中学

３年生から出願がきだした。 

②陸上部門 

③野球部門・・・令和６年夏頃から生徒募集開

始予定。 

④SUP 部門・・・現在、全日本選手権大会３位

の在校生がいる。 

令和元～ 高大連携・高専連携の推進 高校と八洲学園大学・ESA 音楽学院専門学校の連

携・接続を深めることで、内部進学者をいっそう増

やすと共に、入学検討者からの当校の魅力向上／他

校との差別化をはかる。 

八洲学園大学の公開講座とESA音楽学院専門学

校の定期演奏会鑑賞を特別活動認定指定の周

知活動を実施。 

学校選抜型推薦指定および学校情報誌での学

生募集の広報活動を継続中。 
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平成２２～ 地域貢献・地域交流 地域の恒例行事となった小学生サッカー・バスケッ

ト大会を主催し、地域貢献・地域交流を通して学校

の知名度と好感度を浸透させる。 

要支援家庭を支える民生委員等の研修を積極的に

受け入れ、地域の不登校児や学校不適応児の教育機

会確保に資する。 

地元教育委員会及び商工会の後援・協賛も頂

き、令和５年度は、合計 800 名程の選手・保護

者・関係者が来場。また、同大会に出場経験が

ある子が本校周知して入学してくるケースが

増えてきた。 

令和５年度は、本部町民生委員児童委員・金武

町民生委員研修を受け入れた。 

令和６～ 広報面の新規施策強化 沖縄県本島・離島への相次ぐ大手通信制高等学校進

出の状況の中、５年度７００名程に増加した沖縄県

内在住生徒数を維持・増加することを目的として新

規施策を積極的に実施する。 

オンライン説明会や合同説明会への積極的な

参加・導入。また、沖縄県内では根強いテレビ

放送を活用した広報活動企画を積極的に実施。 

令和６～ 生徒サポート強化・教職員の働

き方改革のための研修・業務情

報化 

担任・副担任が生徒１人ひとりに質の高い教育・生

活指導・進路指導を実施するため、研修・勉強会や

意見交換会を定期的に実施する。 

また、Web 技術や学校情報システムを活用した業務

の高度化・効率化を図る。 

新規事業として、今年度は月１回以上の機会を

設けて、意見交換会・勉強会を実施する。 

令和５年度より担任業務への簡易情報支援ツ

ールを試験運用してきたが、令和６年度後期よ

り新カリに移行することから適用を拡大する。 

 

② 施設・設備の整備計画 

年 度 事  項 事業規模等 事業費 財  源 実施時期 備 考 

令和６～ 公用車購入 小規模 1,500,000 車輌 ４月～５月 中古車両を購入する。 

令和元～ 

 

宿舎棟、食堂棟のエアコンの更新 小規模 1,500,000 建物 ４月～５月 令和６年度は職員室、宿舎 1 階の工事
を行う。 

令和３～ 学校情報システム改修費用 小規模 2,000,000 教育保守料 通年 付属システム整備の費用を確保する。 

令和元～ PC、PC 周辺機、印刷機などの設

置 

小規模 200,000 管理消耗品

費 

通年 不調機器の置き換えを中心に行う。 

令和元～ 校舎の錆び止め塗装工事 

 

大規模   - 教育修繕費 令和６年度以

降 

予算状況をみながら判断する。 
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③ 授業料変更等 

年 度 事    項 概    要 

令和６ 令和５年度に８０００円/単位を１０，０００万円/単位

に変更し令和６年度が２年目にあたる 

令和５年度入学者から適用し、令和４年度以前入学の在校生 

従来通り８０００円/単位に据え置く。 

 

④ 卒業者数、就業者数の見込みについて 

    令和６年度は、前期に５０名、後期に３５０名の卒業者数を見込んでいる。 

学校把握新規就業者数は、約５０名を見込んでいる。 

 

⑤ 生徒の就職、進学の状況について 

八洲学園大学との連携講座や広報活動が奏し八洲学園大学への内部進学が定着してきている。大学・専門への進学については、従来の首

都圏・関西圏志向から生徒在住地域への学校学校選抜型推薦受験者の志向が強まってきている。また、在学中から活躍し、卒業後も実績

を積み上げている競技スポーツアスリート・芸能タレント・世界的バレエダンサーを令和５年度も各分野で輩出しており、この傾向は次

年度以降も続くことが見込まれる。 

 

⑥ 教職員採用・退職計画 

年 度 事    項 概    要 

令和５ 退職者（本務教員４名、兼務職員３名）  

令和６ 教職員採用（本務教員７名、兼務職員１）  

 

５．財務の概要 

３月現在、一般生の令和６年度４月生募集は堅調であるが、今後の競合校との生徒募集競合の激化のため、授業料収入は若干減少すると予

想される。 

令和３年度から学校情報システムの刷新を開始したところであり、引き続き付属システム整備の費用を確保しつつ、施設・設備としては開

校より１９年間使用してきた空調機の経年劣化による故障が相次いでいるため、空調機取替工事の改修工事を行う。また、公用車の経年劣化

が進み、車両故障も相次いでいるため、中古車両を購入して置き換える。 


